




一 -一 * 
Reduction of NOx in Automotive Exhaust Gas ( 1 ) 
Shirou KA W AKIT A Niichi HA Y ASHI 
この実験は，自動車ガソリンエンジンから排出される排気ガス公害の中でもその処理方法が最も難関であ
る室素酸化物 lNOx)を一般に化学反応でよく知られている水酸化ナトリウム (NaOH)の水酸基と反応さ








































ユニ 総排気量 1.453，t' 
ン
レノ
庄 縮 比 8.0 
J 、 点火時期BTDC/ 80/400rpm r.p.m 
最大出力 62/4500 PS/rpm 
最大 トルク 112/3000 m-kg/rpm 






















酸化ナトリウム水溶液槽 (NaOH) (C) を通す.









































































































































1000 I 45.2 I 59..8 I 37.1 I 12.0 
1500 I38.8 I 39.9 I 51.3 I 9.0 
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図 7
ζの結果よりわかるように自動車用ガソリンエンジン
の排気ガス中の窒素酸化物 (NOx)は水酸化ナトリウム
(NaOH)の水溶液を通過させるだけでも濃度が減少す
るζとがわかる.
4.結言
自動車用ガソリンエンジンの排出する室素酸化物 (N
Ox)は，二次空気を押込み，ー酸化窒素 (NO)を二酸
化窒素 (N02)に変化させて，その後低温にて水酸化ナ
トリウム (NaOH)水溶液中を通過させるだけでも窒素
酸化物 (NOx)の濃度を低減させることが可能である.
また，その排出ガスをより長時間水溶液中で反応させれ
ば，もっとよい結果が可能であろう.
終りに，この実験の測定方法に対して懇切に御指導下
さった愛知工業大学応用化学科の稲垣先生に深く感謝い
たします.
